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要旨 

本研究では，携帯端末に内蔵するGPS(Global Positioning System)機器を用いて，観光客の観光行動ログを収集す

るアプリケーションを開発する．本研究で収集する観光行動ログは，PLR(Personal Life Repository)で利用可能な形式

とした．PLRとは個人や家族が本人の個人属性や行動履歴などのデータを個人用クラウドに蓄積して管理し，自ら

の判断に基づいてそのデータを他者と共有するための個人用情報ツールである．本稿では，PLRで利用可能な観光

行動ログを収集するアプリケーションの概要について述べるとともに，観光行動ログに基づいて生成されるポート

フォリオ(観光ポートフォリオ)について述べる． 

  

1. はじめに    

近年，地域経済の活性化や地域振興の手段として観光の重要性が増してきており，政府も観光立国行

動計画[1]を策定し観光政策を推進している．観光政策推進の為に，実際に訪れた観光客の観光行動ログ

を収集・分析し，それらを用いて観光を支援しようというシステムや取り組み[2]，[3]，[4]，[5]が数多く

行われているが，いまだ有効な分析結果が得られておらず，またそれらの結果を用いて効果的に観光を

支援ができているとはいえない．これは，観光行動ログを分析することそのものが困難であるだけでは

なく，観光行動ログをどのようにして収集するか，収集した観光行動ログ自体が本当に正確なのかどう

か，また収集された観光行動ログをどのように観光支援に活用するかなど様々な問題に起因している． 

スマートフォンをはじめとするタブレット端末の普及により，通信可能な携帯端末を所持する個人が

増えており，多くの携帯端末はGPS (Global Positioning System)を内蔵している．近年，GPSの精度向上

によって，より詳細な空間情報と時間情報を用いて個人の行動を記録できるようになり，携帯端末とそ

れに内蔵された GPS 機器を利用し，観光行動ログの収集に関する研究や取り組み[3]，[4]，[5]が多数報

告されている．GPS 機器を用いることで，24 時間いつでもどこでも自身の位置(緯度・経度・高さ)，時

刻のデータが取得可能である．しかしながら多くの研究や取り組みは，観光行動ログを収集する事のみ

を目的としており，得られた観光行動ログを他のサービスで利用するための仕組みや機能を有していな

い． 

本研究では，携帯端末に内蔵するGPS機器を用いて，観光行動ログを収集するアプリケーションを開

発する．本研究で収集する観光行動ログは，PLR(Personal Life Repository)[6]，[7]で利用可能な形式とし

た．PLRとは個人や家族が本人の個人属性や行動履歴などのデータを個人用クラウドに蓄積して管理し，

自らの判断に基づいてそのデータを他者と共有するための個人用情報ツールである．  

本論文の構成を以下に述べる．2.では，開発するアプリケーションの概要について述べる． 3.では，

観光行動ログに基づく観光ポートフォリオの作成機能について述べる．4.では，まとめを述べる． 

 観光客の行動ログ収集アプリケーションの開発と 

行動ログに基づいた観光支援 

The application which collects tourist's data and supports sightseeing 
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2. 観光客の行動ログ収集アプリケーション 

古くから，人間や動物の行動ログを収集蓄積し，行動ログから行動パターンを推測するといった研究

[3]，[4]，[5]が数多く行われている．従来，行動ログはアンケートなどの質問紙形式で収集されていたが，

2000年以降のGPSの精度向上によってGPS機器によって行動ログを収集することが多くなっている． 

本研究では，GPS機器を内蔵した携帯通信端末を用いて，観光客の観光行動ログを収集する．観光行

動ログは，いつ，どこで，何をしたかという行動の時刻，位置，内容を収集する．時刻と位置は，内蔵

されているGPS機器のログから取得できる．行動内容は，観光客自身が端末の画面に表示されるアンケ

ート等に回答することによって取得することができる．これらをリアルタイムに収集し，蓄積する． 

従来，オンラインショッピングやポイントサービス利用による商品購入のログは，そのサービスを提

供しているサービス事業者自身の情報としてサービス事業者自身が蓄積・管理していた．これにより，

サービス事業者は，蓄積した商品購入のログを利用し，別の商品を提案するといった機能を有していた．

しかしながら，サービス事業者ごとに利用者の商品購入のログが蓄積されるので，同じ利用者が同様の

別のサービスを利用する場合であっても，それぞれのサービスにおいて蓄積された情報を相互に共有す

ることができない．これは，蓄積されている商品購入のログがユーザごとに一元的に管理されていない

からである．近年，このような問題の解決を目指し PLR(Personal Life Repository)が提案されている．PLR

は，個人や家族が本人の個人属性や行動履歴などのデータを個人用クラウドに蓄積して管理し，自らの

判断に基づいてそのデータを他者と共有することを目的とした個人用情報ツールである．すなわち，サ

ービス事業者ごとに蓄積されていたログを個人用クラウドに蓄積し，別のサービスに利用することを可

能としている．図 1は，PLRの利用例を示している．ユーザは，オンラインショッピングサイトAで購

入した商品（生鮮食品）の購入ログをユーザ自身が PLRとして個人クラウドに蓄積する．ユーザは，オ

ンラインショッピングサイトBで購入した商品の購入ログ（生鮮食料品）も PLRとして個人用クラウド

に蓄積する．これまで，異なるショッピングサイトでの購入履歴は一元的に管理することができなかっ

たが，PLRを利用することによって，それぞれの情報が個人用クラウドで一元的に管理することができ

図 1. PLRの活用例 
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るようになった．これによって，ユーザは，複数のオンラインショッピングサイトで購入した生鮮食料

品を PLRで一元的に管理することが可能となり，ユーザ自身が所有する生鮮食料品の情報（生産者，生

産場所，分量，消費期限等）の管理も可能となる．これら情報は，別のサービスに利用できる．現在，

多くの料理レシピサイトが存在する．クックパッドでは，133 万を超えるレシピが提供されている．し

かしながら，クックパッドを利用するためには，自分自身が所有する生鮮食料品を正しく把握するだけ

でなく，必要な生鮮食料品を別途準備しなくてはならない．クックパッドには，食材からレシピを提供

する機能もあるが，これは正しくユーザが自身の所有する生鮮食料品を把握する必要があった． PLR

が利用できれば，ユーザが所有する消費期限の近い食品に基づいた 1 週間の献立を作成することもでき

る． 

本研究では，携帯端末に内蔵するGPS機器を用いて，観光行動ログを収集するアプリケーションを開

発する．香川県では，観光に関する様々な取り組みがなされている[8]，[9]．例えば，うどんや四国霊場

八十八ヶ所遍路が挙げられる．うどん県パスポート[10]は，香川県内の対象店舗で使えるクーポンやプ

レゼントがもらえるスタンプラリーなど，香川県の観光支援を目的とした取り組みである．しかしなが

ら，発行したうどん県パスポートの数やそれらの利用回数などといった情報をリアルタイムに収集し，

活用する仕組みは有していない．本研究で開発しているアプリケーションは，リアルタイムに観光客の

行動ログを収集できるだけでなく，収集したログに基づく観光支援を行うことを目指している．観光行

動ログに基づいた観光支援は，3.で述べる． 

 

3. 観光行動ログに基づく観光ポートフォリオの作成 

本章では，PLRによって蓄積された観光行動ログに基づく観光ポートフォリオの作成機能について述

べる．図 2 は，観光行動ログに基づく観光ポートフォリオの概要図を示している．従来，観光地を訪れ

た際の観光ログと，観光先でのおみやげ品の購入ログや，名物の飲食ログはそれぞれ独立した記録であ

った．我々が開発を目指している観光行動ログ収集アプリケーションでは，観光客が観光地を訪れた際

の観光行動ログと，おみやげ品の購入ログや，名物の飲食ログを PLRに対応した形式で収集することが

可能であるため，観光客の一連の観光活動の観光ログを生成することができる．これはすなわち，観光

図2. 観光ポートフォリオの概要図 
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客の観光活動におけるポートフォリオ(観光ポートフォリオ)といえる．また，生成された観光客の観光

ポートフォリオは，観光客の行動を示しているので，観光支援に有益なデータであるといえる．例えば，

観光行動ログを地方自治体に提供することで新たな観光地や観光プランを提供したりすることも可能で

ある． 

 

4. まとめ 

本論文では，観光客の行動ログを収集する仕組みとして，観光客自身が行動ログを提供するアプリケ

ーション PLRについて述べた．また，観光行動ログに基づく観光ポートフォリオの作成機能について述

べた．今後は，PLRを用いた活動ログ収集アプリケーションの開発を進める予定である．また，PLRは，

産総研が開発している放射線量マップシステムにおいて活用されるが，その他の活用例はない．数少な

い PLRの活用例として，システム構築の側面からも評価していきたい． 
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